
感染病態学 Clinical Microbiology and Infection 
【微生物の感染から体を守る仕組みを理解し、診断・治療・予防開発へつなげる】 
（教員：青柳 哲史教授、佐藤 光助教） 
COVID-19 をはじめとする国境を越えて新興・再興感染症の脅威が高まってきており、感染症は世界中の医療関連施設、地域社会
全体の危機と認識され、感染症診療および感染症対策はますます重要になってきております。感染症は、微生物が人から人あるいは
物から人に伝播するという特徴があるため、個人や病棟・医療施設を超えて、さらには地域全体に感染症が伝播・拡大し、危機的な
状況を引き起こす可能性があります。感染病態学では、医科学 総合感染症学分野と教室を共に運営し、臨床感染症、感染制御学、
感染症疫学、臨床微生物学の領域において基礎的研究から臨床応用を目指した研究開発を行っています。当分野の研究の中心は、微
生物と宿主との相互作用を解き明かすことで、重症あるいは難治性感染症の病態解明、診断および治療法の開発、新規ワクチンの開
発、薬剤耐性菌を視野に入れた新規抗微生物薬の開発などを行っております。基礎―臨床一体化した感染症学を確立することで医学
科・保健学科の学生教育や研究者の育成、感染症に関する診断・治療・予防に関する総合的な対応能力を有する専門的人材の育成を
おこなっています。 
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感染宿主の病態理解に重点をおいて、免疫学的、微生物的、分子生物学的アプローチで研究を行ないます。興味のある人は気軽に研
究室を覗いてください。 
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Fig1. 感染症に対する多面的な取り組みの重要性
（例：COVID-19） 

Fig. 2 インフルエンザ感染時の肺上皮細胞由来細胞外小胞
分泌による肺傷害の重症化メカニズム （論文１より） 


